
 
 

令和 5 年 5 月 2 日 

 

報道機関 各位 
 
                         熊本大学 

微生物に暴露されると血液がんが発症し易くなる 

 

（ポイント） 

 ウイルスやバクテリア産物への暴露によって造血幹細胞が変化する。 

 この変化した造血幹細胞に遺伝子変異が起きると、造血器腫瘍（骨髄異

形成症候群）が発症し易くなる仕組みを明らかにした。 

 この仕組みを制御することで、高齢者の造血器腫瘍の発症予防や治療に

つながる。 

 

（概要説明） 

今回、熊本大学国際先端医学研究機構（IRCMS）の指田吾郎特別招聘教授

らのグループは、熊本大学大学院生命科学研究部、東京大学、ＵＴヘルスサ

ンアントニオとの共同研究で、微生物産物への暴露と遺伝子変異によって、

造血幹細胞から血液がんが発症する仕組みを明らかにしました。 

 

感染症の罹患歴は、血液がんである骨髄異形成症候群の発症の危険因子で

あることが知られています。今回、マウスモデルを用いた解析によって、ウ

イルスやバクテリア由来の産物へ暴露された後に、健康な高齢者や血液がん

の患者でよくみられる遺伝子変異を誘導すると、より早期に多くの骨髄異形

成症候群が発症することが明らかになりました。また、がんが発症する仕組

みとして、微生物を感知する経路が活性化することで、造血幹細胞にエピゲ

ノム※変化が起き、そこに生じた遺伝子変異が協調して幹細胞をがん化する

ことがわかりました。今後、この微生物由来の産物を感知する経路を制御す

ることで、高齢者の血液がんの予防や治療につながる可能性があります。 

 

本研究成果は、令和5年4月18日に学術雑誌「Journal of Experimental 

Medicine」に掲載されました。 

 

※本研究成果は、文部科学省・科学研究費助成事業、東京大学医科学研究

所、一般社団法人日本血液学会、公益財団法人武田科学振興財団、一般財団

法人化学及血清療法研究所の支援により得られたものです。 

 

 



（説明） 

[背景]  

感染症や膠原病の罹患歴は、血液のがんである骨髄異形成症候群や急性骨

髄性白血病の発症の危険因子であることが、古くから多くの疫学研究などに

よって知られていました。膠原病や結核など慢性的な炎症が、がん発症の誘

因とされてきましたが、慢性的でないウイルス感染や細菌感染症が、どのよ

うに、数年以上あとに血液がんを起こすのかは不明のままでした。 

 

[研究の内容] 

今回、マウスモデルを用いた解析によって、ウイルスやバクテリア由来の

産物であるLPSやpIpCへ暴露した後に、健康な高齢者や血液がんの患者でもよ

くみられる遺伝子変異であるTET2遺伝子の欠損を誘導すると、より早く、よ

り多くのマウスに骨髄異形成症候群が発症することが確認されました。また、

がんが発症する仕組みとして、微生物由来の産物を感知する Toll-like 

receptor (TLR)と、その下流にあるTRIF-PLK-ELF1転写因子の経路が活性化す

ることで、造血幹細胞にエピゲノム（クロマチン構造）の変化が起き、そこ

に、微生物暴露の前ではなく、暴露後にTET2遺伝子変異が起きることで、骨

髄異形成症候群が発症することがわかりました（図参照）。 

 

[展開] 

今後、この微生物由来の産物を感知するTRIF-PLK-ELF1の経路を制御する

ことで、高齢者の血液がんの予防や治療につながる可能性があります。 

 

[用語解説] 

※エピゲノム：DNAのメチル化やヒストンの修飾、クロマチンなどによっ

て、DNA配列を変えることなく遺伝子や細胞の機能を変化させる遺伝情報 
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